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視され始めている o 一部の超重警備施設における収容条件に関して、 Amer-


















































































































































( 2 ) 本論文において、「刑産複合体」とは、ここ30年ほどの聞に、民間企業の関与によ
って変質したアメリカの刑事司法システムのことをいう、と定義されている。 (16)







( 4) 31の州と連邦の行刑システムにおいて、 14の企業が153の民営施設を経営し、 87369
人の被収容者が民営施設に拘禁されている(全定員数は119442人)。
( 5) Sir Leon Radzinowicz， Penal Regressions (1991)， p.431. 
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( 9 ) 拘禁率は1970年代前半に上昇し始めたが、犯罪指数はその後ほぽ下降している。犯
罪率は1980年に最高となったが、 1999年には、最大時の71.7%にとどまっている。こ
れは1973年以来もっとも低い数値である。
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